
　

府
中
市
で
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
行
政
課
題
解
決
に

向
け
て
、
平
成
27
年
度
に
第
４

次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま

し
た
。

取
り
組
み
期
間

　

第
４
次
行
政
改
革
大
綱
の
取

り
組
み
期
間
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
前
３
年
を
前

期
、
後
３
年
を
後
期
と
し
て
成

果
と
課
題
を
明
確
に
し
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み

　

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
職
員
定
数
の
管
理

②�

給
与
制
度
、
組
織
制
度
の
見

直
し
、
人
材
育
成
の
推
進

③�

事
務
事
業
の
見
直
し
、
組
織

機
構
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
見

直
し

④
歳
出
削
減
・
歳
入
増
加

⑤
外
部
委
託
・
民
間
委
託
の
積

　

極
的
な
推
進

⑥
業
務
改
善
の
取
り
組
み

⑦
地
域
に
お
け
る
協
働
の
推
進

⑧
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

⑨
資
産
・
債
務
改
革

　

特
に
職
員
定
数
の
管
理
は
、

行
政
改
革
の
大
き
な
柱
と
な
る

事
項
で
す
。
職
員
数
の
推
移
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
示
し
ま
す
。

進
捗
状
況
の
公
表

　

改
革
の
進
捗
状
況
を
毎
年
公

表
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
平

成
27
年
度
の
効
果
額
に
引
き
続

き
、
平
成
28
年
度
の
効
果
額
、

今
後
の
目
標
効
果
額
、
お
よ
び

最
終
目
標
額
を
公
表
し
ま
す
。

　

最
終
目
標
額
で
は
、
平
成
32

年
度
ま
で
に
歳
入
の
増
加
と
歳

出
の
削
減
効
果
額
を
併
せ
て
、

約
７
億
６
千
500
万
円
と
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表

し
て
い
ま
す

　

第
４
次
府
中
市
行
政
改
革
大

綱
の
詳
し
い
内
容
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

職員数の推移

　平成17年４月１日時点

　　483人
　　 ↓
　平成29年４月１日時点

　　350人
※病院職員を除いた人数。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
た

平
成
28
年
度
行
政
改
革
の

実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
問
い
合
わ
せ
先　

人
事
秘
書
課

　

（
☎
４
３-

７
１
０
５
）

第４次府中市行政改革大綱重点項目効果額など（平成27～32年度）

年度別・合計

具体的事項

平成27年度
効果額①

平成28年度
効果額②

今後の目標効果額
（平成29～32年度）

③

最終目標額
（平成27～32年度）

①＋②＋③

職員定数の管理 5,100万円 　5,900万円 　6,000万円  １億7,000万円

給与制度・組織制度の見直し、人材
育成の推進

5,000万円 3,500万円 １億8,000万円 ２億6,500万円

歳出削減 △1,500万円 3,400万円 １億1,000万円 １億2,900万円

歳入増加（使用料・手数料見直し、
資産・債務改革など）

3,100万円 △1,000万円       2,100万円    4,200万円

その他（外部委託・民間委託の推進、
業務改善の取り組み、協働の推進、
ＩＣＴの活用など）

　  －　 　△400万円  １億6,300万円 １億5,900万円

合計 １億1,700万円 １億1,400万円 ５億3,400万円 ７億6,500万円

※各年度の効果額は、前年度効果額との差額です。平成32年度には、目標額を達成できるよう、取り組んでいき
ます。
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